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287 連続回転収集における体動の影響の基礎的

検討
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　我々は小児のSPECT検査中度々患児の体動を経験する。

そこで、特に連続回転収集における体動の画像への影讐
を調べるため基礎的な実験を行い分解能などを検討した。

　実験は連続回転およびステップ各収集モードで自作フ

ァントム（直径180皿の円筒型容器内にcold　spotとして

10～35㎜φの球を挿入）を収集時間内に前後方向に5．5～

27．5㎜（2～10pixe1）移動させ、データ収集し判別できる

最小の球サイズを求めた。　データ収集角度を連続回転
収集で4°、ステップ収集で6°としたとき、移動距離16．5

㎜までは同程度の分解能であったが、ステップ収集では

cold　spotの円の形に歪がみられた。それ以上では連続回

転収集のほうが優れており、体動による分解能の低下を

抑えれることが示唆された。

Presented by Medical*Online


	0737



